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７－１．株式売買高

　株式売買高は、近年、東京証券取引所への取引の集中が進んでいます。大阪証券取引

所のシェアは、平成８年に 16.4％であったのが、17年には 2.7％となっています。

株式売買高のシェア
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７－２．預貯金・貸出金残高

　大阪における預貯金･貸出金の状況をみると、貸出金残高は、資金需要の低迷や慎重

な貸出姿勢から減少が続いていますが、減少幅は小さくなっています。預貯金残高は、

16年から持ち直しており、17年は前年並みですが、概ね緩やかな増加傾向にあります。

預貯金・貸出金対前年比の推移（大阪府・全国）
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７－３．業種別貸出金残高

　業種別貸出金残高をみると、大阪は全国合計の割合と比べて製造業、卸売業、不動産

業の割合が高くなっています。一方、サービス業の割合は全国と比べて低くなっています。

業種別貸出金残高のシェア
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７－４．大阪府中小企業信用保証協会保証承諾の実績推移

　大阪府中小企業信用保証協会の保証承諾の実績推移をみると、平成 10年 10月から国が金融
機関の貸し渋り対策として実施した「金融安定化特別保証」の利用により、承諾件数、金額と
も急増しました。13年度～ 16年度は承諾件数 5万件台、承諾金額 1兆円弱と横ばいになって
います。17年度は前年度よりやや低下しました。
　景気が回復基調を見せる中、府内中小企業の資金需要に応えるため、大阪府では「中小企業
等金融新戦略」を実施しています。16年度にポートフォリオ型融資を、17年度には成長性評
価融資といった新たな融資制度を創設し、中小企業への一層円滑な資金供給を図っています。

ポートフォリオ型融資
　金融機関が中小企業へ融資した債権を束ねて管理することにより、担保や第三者保証人に
依存せずに貸倒損失等によるリスクを債権全体から得られる収益でカバーする融資

成長性評価融資
　中小企業による事業計画の成長性を評価し、成長性が見込まれる場合、無担保・無保証人
で融資を行うもの

中小企業債権市場構想
　個々の中小企業が単独では調達が困難な投資家の資金を、債権の流動化や証券化といった
金融技術の組み合わせによって担保力にとらわれずに調達を可能にするもの



－ 74－

７－５．大阪府制度融資の実績推移

　大阪府制度融資の実績推移をみると、平成 11、12年度は、国が金融機関の貸し渋り
対策として実施した「金融安定化特別保証（10年 10月～ 13年３月）」にシフトしたため、
一時的に減少しました。13年度には本府が実施した「ステップアップ資金（売上等減
少中小企業者に対する資金支援）」の利用により増加に転じましたが、それ以降、減少
傾向にありました。
　16年度以降は、金融機関と提携した融資制度の創設や利用要件の緩和等により増加
に転じ、平成 17年度の実績額は過去最高となりました。
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８　大阪の観光・都市魅力

　大阪は、食やショッピング、エンターテイメントをはじめ歴史、文化、
芸術、芸能などにおいて様々な魅力を有しています。「平成 17年度大
阪府観光統計調査」によれば、府内の総観光客数は、１億 3,995万人
であり、その経済波及効果は２兆 6,318億円にものぼっています。

　ここでは、平成 10年度から実施している観光統計調査に基づき、観光入込客数
の主要府県との比較を示すとともに、集客能力を把握するため、ホテル施設数・

客室数の推移を示しています。また、大阪では、コンベンション誘致にも積極的

に取り組んでおり、国際会議の開催件数についてもとりあげています。




